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バレ卜写本所以倍音書抄註解（1)

バレト写本所収福音書抄註解 (1) 

鈴木広光 梅崎 光 青木博史

ウィルマルトWilmart,D.により発見され， 1940年シュッテSchiitte,J.の研

究によってその概要が紹介されたヴァチカン図書館蔵スウェーデン女王クリス

ティーナ旧蔵のラテン古写本集CodicesReginensis Latini.の459番は，巡察

師ヴァリニャーノValignano,A.とともに来日したポルトガル人イエズス会士

パレトBarreto,Manoelが1591年， 主に日本語学習のため， 当時既に日本で作

られていたキリシタン物語や，日本語訳されていた聖書，聖人伝をローマ字で

書写したものである。この所調パレト写本は，待降節第一主日から始まる「年

中の主日並びに年中の主なる祝ひ日のエワンゼリヨ」，四福音書の抜粋から成

る「われらが主ゼズ・キリシトの御受難」，「諸々のサントスの特定のエワンゼ

リョJ等，主日と祝日の典礼において朗読あるいは解説される福音書や書簡の

聖句（聖書抜抄句）を含んでおり，それらはフェルナンデスFernandez,J.やフ

ロイスFrois,L.らによって早くから取り組まれて来たキリシタンによる福音書

翻訳の一つの成果として極めて、注目に価するものである。このように聖書日本

語訳史において重要な位置を占める資料ではあるが，その研究についていえば，

解題的研究が付された翻字・影印（聖人伝の日本語訳を除く）がキリシタン文

化研究会によって刊行（「キリシタン研究」第七輯，1962年，吉川弘文館）され

て以降，必ずしも順調に進展してきたとは言い難い。このような研究の動向を

鑑み，あらためでこのローマ字福音書抄を漢字仮名交じり文に翻字（解釈）し

これを土台にして特にこれまで殆と、手をつけられていない， しかし文献の性質



パレ卜写本所収制白書抄註解 (1)

上，最も重要な課題である日本語訳の実態の解明を，ラテン語文と訳語・訳文

との対照を通して註解の形で示そうというのが我々の目論見である。

註解の方法と目的

口に章番号を付して掲げる聖句の訳語・訳文は，原文との対応の在り方や

聖書翻訳史から見て問題となるものである。ここでは一般的な註釈に見られる

ような形での語釈は行なわなL、。以下にその手順を記す。

(1) まず＇Reg.Lat.459の訳文をヴルガタ訳（便宜的にBIBLIASACRA IUXT A 

VU LG AT AM VE RSI O NEM. Deutsche Bi belgesellsch aft, Stu t tgart,1983.を

使用，以下VG）と対照して掲げる（ラテン語文に対して，対照の便のため直

訳的な拙訳を加える）。この作業の主たる目的は，日本語訳とラテン語文との

距離を測ることにある。と同時に，キリシタンが日本布教にあたって採用した

典礼における「適応」方針が， 言語の分野，即ち福音書の日本語訳に如何に反

映しているかといった問題を論じるためにも必須の手続きである。この目的の

ためには，本来ならば翻訳原本となったVG，あるいは聖書抜抄集を特定した

上で作業に臨む必要があるが，我々は未だそのテクストに到達し得ていない。

仮に翻訳底本が聖書抜抄集であったとしても（もっともその舶載を証明する記

録は今のところ見出せない）， トリエント公会議がVGの権威を宣言し，典礼

や説教での使用を保証しているので，朗読用に冒頭や結びを些少変えているこ

とを除けば，その本文がVGのラテン語文であったと考えて差し支えない。た

だ一口にVGといっても，事情はそう単純ではない。トリエント公会議がVG

の権威を宣言したのは，エラスムスら人文主義者のへブル語，ギリシア語聖書

研究によるVGの不備についての指摘，それに伴う評価の低下に対抗するため

であった。そのため同会議は， VGの批評校訂版の発行を決定している。そし

て教皇シクストゥス 5世のもと，枢機卿カラファスを中心に行われた校訂作業

がようやく印刷のみ完了したのは1589年であった。しかし，この校訂は欠陥が

多かったために破棄され，教皇クレメンス 8世によって92年に批評校訂版 「シ
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バレト写本所収品il/'.H耳抄設解 (1) 

クスト・クレメンティーナ版VG（以下，クレメンス版）が出版された。この

クレメンス版に至って公認本文の確定がなされたことになるのだが，日本のキ

リシタンによって聖書の翻訳が行なわれたのも，写本がパレトによって書写さ

れたのもクレメンス版以前のことであるから，どうしても翻訳に使用したVG

のラテン語文が如何なるものであったのかという問題が残る。そこで我々は次

善の策として， Stuttgart版等の異文資料欄を活用し，本文の異同を絶えず念

頭に入れながら検討を行うことによって，この問題の一応の解決を図ることに

した。またこのVG諸本の異同と日本語訳との対応やずれを見ていくことによっ

て，翻訳原本のテクストに到達することも可能であろうと考えている。

(2）本註解ではVGのラテン語文と対照させるだけでなく， Reg.Lat.459の訳

文と直接的な関係を持たない近代日本語訳や中国語訳等の聖書をも比較の対象

に加えている。この措置は，成立や伝存の経緯から観ると，影響関係の側面か

ら明らかにしていくことが困難な本写本の訳語・訳文の性質を，他訳とのずれ

を通して計測するための一つの方策であり，この日本語訳を出来る限り聖書翻

訳史という射程の中に位置付けて考えるための手立てとなるものである。そし

て，註解自体がその方法の有効性を検証するという性格をも併せ持っている。

またReg.Lat.459の日本語訳がVGの解釈を経た重訳であることを鑑み，VG以

前のギリシア語聖書（便宜的にNestle-Aland,27ed. Deutsche Bib巴lgesellschaft,

1993.及びM.A.Scholzed. Leipzig,1805.を参照）の原語（註解中では原則と

して原形を掲げる）を意識しながら，検討を行なっている。 VGによる原典解

釈が如何にして16世紀末の日本語訳に引き継がれたのか，またVGのラテン語

が介在することによって，ギリシア語原典ーラテン語訳一日本語訳という流れ

の中で聖書の本文がどのように変容したかを明らかにするためである。比較の

対象として選択した諸訳は下記の通り（はじめに註解中で用いる略称を示す）。

①から③はカトリック宣教師による訳，④から⑦はVGの解釈を経ず，原則と

してギリシア語聖書から翻訳されたヴァージョン（⑦以外はTextusReceptus 

に拠る）である。他に聖書近代語訳史上，大きな意義と広範な影響力を持つ翻
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パレト写本所収福音m抄走l解（！）

訳として重要視されている＠＠も比較の対象に加えることにした。特に⑨は，

嘩迩児島への影響の可能性が想定される。

①聖程直解：「聖粧直解」ポルトガル人イエズス会士テeィアス，E.（陽璃諾）訳，

崇禎9(1636）年北京刻（中国史撃叢書21 天主教東侍文献三編（四）～（六），

台湾撃生書局影印）.Reg.Lat.459と同様，教会暦に従って各聖日に読むべ

き聖書の章節を編纂した聖書抜抄の註解書。ただし編纂方針が若干異なり，

語句の註解や説教の言葉である「歳」を含んでいる。同じ聖書抜抄の翻訳な

ので，本註解では最も頻繁に引用することになる。そのため対応する主臼・

祝日については，全て翻字の標題のとなりに所在を記すことにする。

②パセ訳：大英図書館蔵稿本Evangeliaquatuor Sinice.ノfリ外国宣教会のパ

セ，J.訳が布教中（1702-7年）四川にて翻訳。「四史依編耶訴基利斯督福音之

舎編」（対観福音書），「使徒行J，「福保禄宗徒興羅璃輩書」（ロマ書）～「福

保禄宗徒輿赫伯輩書」（へフツレ書）第1章までのパウロの手紙の中国語訳か

ら成る。本訳については，内田慶市民が大英図書館から取り寄せられたフィ

ルムを拝見させていただいた。謝意を表する。

③ラゲ訳：「我主イエズスキリストの新約聖書」ラゲ，E.訳，1910年刊． 日本初

のカトリックによる新約の全訳。 VGに全面的に依拠しているわけではなく，

ギリシア語原典も参照している（⑥を参考にしたものか）。カトリックの日

本語訳には，ラゲ訳以前にも部分訳としてスタイシェン・高橋五郎訳「聖福

音書」 (1895-7年）があるが，今回は入手出来ず参照し得なかった。

④MM訳：「神天聖書（新遺詔書）」モリソン，R.＝ミルン，W訳， 1823年マラッ

カ刊．ロンドン伝道会宣教師モリソンが中国人の協力を得て中国語訳に着手

し， 14年「耶訴基利土督我主救者新遺詔書Jを広東で刊行，さらにミルンの

協力を得て旧約を翻訳し， 23年にCompleteBibleとして刊行した訳書（新

約の訳文は広東刊の語句を若干改訂）。②を参照しているのでその影響が顕

著であるが， VGによってのみ支持される語句については②から離れる。

⑤BC訳：「新約全書」ブリッジマン，E.C.（アメリカン・ボ←ド）＝カルパー
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パレ卜写本所以福尚一番抄誌解 (1) 

トソン，M.S.（米国長老会）訳， 1866年上海美華書館刊（初版は59年寧波華

花聖鰹書房干lj),

⑥元訳：「新約全書」翻訳委員社中訳， 1880年刊，北英国聖書会社．中国の代

表委員会方式に倣い，ブラウン S.R.，ヘボン J.C.等外国人宣教師が各派合

同して行った翻訳事業の成果。漢訳聖書を参照（特に⑤を重視）して翻訳し

ている。

⑦共訳：「新共同訳聖書」 1987年刊，日本聖書協会．

⑧ST: Das Neue Testament Deutsch,Witenberg,1522. SEPTEMBER TES-

TAMENT. ルター訳ドイツ語聖書。（Deutsche Bibelgesellschaft,Stuttgar 

t複製）．

⑨AV : THE HOLY BIBLE, conteyning the Old Testament and the New. 

1611.英国王ジェームス一世の命によって行なわれた欽定訳。（南雲堂複製）

他に米国パプテスト派宣教師ゴーブル，J.訳 「摩太福音書」（1871年刊），正

教会のニコライ，I.訳「我主イイススハリストスノ新約」（1901年干IJ)，大正改訳

「新約聖書（文語訳）J(1917年刊）等の近代日本語訳も参照したが，特別に例証

として必要な場合を除き，註解中に掲げることはしなL、。なお引用にあたって，

漢訳，日本語訳ともに常用字体に改めることはしていない。また＠⑥も複製に

見える当時の正書法に従った。本註解は鈴木が担当し，梅崎，青木との討議を

経て，現在の形にまとめている。

書照文献（はじめに註解中で用いる略号を示す）

LLI: DICTIONARIVM LATINO LVSITANICVM AC IAPONICVM. 

Amacusa,1595. （福島邦道・三橋健解題，1979，勉誠社影印）

DLI: VOCABVLARIO DA LINGOA DE IAPAM. Nangasaqui,1603. （亀

井孝解題，1973，勉誠社影印），ポルトガル語による語釈は，「邦訳 日翻手書」

（土井忠生，森田武，長南実編訳，1980，岩波書店）を参照。

OLD : Glare,P.G.W.(ed.) Oxford Latin Dictionαry. Oxford at the 
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パレト写本所以払1＂，｝白抄民間rr(1) 

Clarendon Press,1982. 

LFD : Blaise,A. Dictionnaire latin-franr;ais des αuteurs chretiens. 

Brepols,1967. 

ICC: The International Critical Commentary. Edinburgh,T&T CLARK. 

Davies/ Allison Matthew 1-7.(1988), Vol.2 8-18.(1990). Gould,E.P. 

St.Mar九(1896). Plummer,A. St.Luke. (1896,5th.ed). 

Bernard.J.H. St.John.Vol.1,2.（’28) 

0新約中のギリシア語については，「ギリシア語新約聖書釈義事典I,II, ill」

（日本語版監修荒井献，H.J.マルクス，1993-5年，教文館）を参照。

註解中に引くキリシタン宗教書は次の通り。 「コンテムツス・ムンヂ」（松岡洗

司・三橋健解題，1979，勉誠社），「スピリツアル修行の研究影印・翻字篇」（林

田明著，1975，風間書房）

翻字と註解

観字凡例

ー，翻字にあたって使用したReg.Lat.459のテクスト（以下，底本）は「キリ

シタン研究」第七輯別冊の影印である。底本にはパレトによる聖句の日本語

訳への注記，書き入れもなされているが，その多くは彼が日本語学習のため

に行ったものと考えられるので，聖書翻訳の問題を重点に置いた本註解の目

的に沿って，敢えて文字化することはしない。

一，翻字にあたっては，キリシタン版の国字本における文字遣いと同時代の特

色をなるべく忠実に再現することを原則としている。この点，同時に「現代

の読者に読解の困難の無いように努め」られた山田俊雄氏の翻字（以下，山

田翻字）の方針と少々異なる。翻字には主として，キリシタン国字本の中で

最も漢字使用の度合の高い「ぎやどぺかどる」（豊島正之編 「キリシタン版

ぎやと‘ペかどる本文と索引」1987，清文堂，天理図書館善本叢書「きりし
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